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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機ＥＬパネルに供給され、この有機ＥＬパネルの所定の走査位置ごとに、その走査位
置における輝度のレベルを順次変化させる信号を形成する信号形成部と、
　上記輝度のレベルの変化ごとに、上記走査位置における輝度を検出した検出出力から、
上記輝度のレベルのそれぞれごとに、上記走査位置における上記有機ＥＬパネルの水平方
向及び垂直方向の発光むらを補正する第１の補正データ及び第２の補正データ並びに上記
有機ＥＬパネルに局所的に発生する発光むらを補正する第３の補正データを形成したとき
、それらの補正データを記憶する不揮発性のメモリと、
　上記有機ＥＬパネルに供給されるビデオ信号のレベルを補正する補正回路と、
　所定の非リニアなガンマ補正のされているビデオ信号が供給され、この供給されたビデ
オ信号の上記ガンマ補正をキャンセルしてリニアなガンマ特性のビデオ信号に変換して上
記補正回路に出力するリニアガンマ回路と、
　上記補正回路から出力されるビデオ信号が供給され、この供給されたビデオ信号を、上
記有機ＥＬパネルのガンマ特性に対応したガンマ特性のビデオ信号に変換して上記有機Ｅ
Ｌパネルに出力するパネルガンマ回路と
を有し、
　視聴時、上記メモリから上記補正データを読み出し、
　この読み出した上記補正データにより、上記リニアガンマ回路から出力されて上記補正
回路に供給される上記ビデオ信号のレベルを、上記走査位置および上記輝度のレベルに対
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応して上記第１の補正データ及び上記第２の補正データを用いて上記有機ＥＬパネルに発
生する水平方向及び垂直方向の発光むらの補正を行った上で上記第３の補正データを用い
て上記有機ＥＬパネルに局所的に発生する発光むらを補正して上記パネルガンマ回路に供
給するとともに、
　上記リニアガンマ回路から出力されて上記補正回路に供給される上記ビデオ信号のレベ
ルが、上記信号形成部の形成した信号のレベルに対応しないときには、上記メモリに記憶
されている各補正データを補間して上記リニアガンマ回路から出力されて上記補正回路に
供給される上記ビデオ信号のレベルに対応した補正データを形成し、
　この形成した補正データにより上記リニアガンマ回路から出力されて上記補正回路に供
給される上記ビデオ信号のレベルを補正する
　ようにした有機ＥＬパネルの表示補正回路。
【請求項２】
　請求項１に記載の有機ＥＬパネルの表示補正回路であり、
　上記補正回路は、
　　これに供給されたビデオ信号から、上記有機ＥＬパネルのドライブ状態あるいはドラ
イブ履歴を検出する検出部と、
　　この検出部の検出出力により上記有機ＥＬパネルに供給されるビデオ信号の補正を行
う補正部と
　を有する有機ＥＬパネルの表示補正回路。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は有機ＥＬパネルの表示補正回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビ画像などを表示するパネル状の表示装置として有機ＥＬパネルを使用したものが
ある。この有機ＥＬパネルは、複数の有機ＥＬ素子をマトリックス状に配列するとともに
、その１つの有機ＥＬ素子が１つの画素（赤、緑、青のどれかの画素）に対応するもので
ある。
【０００３】
　図７は１つの有機ＥＬ素子に対するドライブ回路を原理的に示すもので、電源＋ＶDDに
対して、ドライブ用のＴＦＴ（Ｑ）と、有機ＥＬ素子Ｄとが直列接続され、ＴＦＴ（Ｑ）
にビデオ信号の信号電圧Ｖが供給される。
【０００４】
　したがって、信号電圧ＶがＴＦＴ（Ｑ）により信号電流Ｉに変換され、この信号電流Ｉ
が有機ＥＬ素子Ｄを流れるので、有機ＥＬ素子Ｄからは信号電流Ｉの大きさに対応した輝
度（発光強度）の光Ｌが出力され、この結果、信号電圧Ｖに対応した輝度の画素が表示さ
れる。
【０００５】
　このように、有機ＥＬパネルを使用した表示装置においては、有機ＥＬ素子Ｄが自発光
なので、液晶表示装置のようなバックライトが不要あり、薄型化ができる。また、その発
光は有機半導体内の励起子によるものなので、エネルギ変換効率が高く、発光そのものに
必要な電圧も数Ｖ程度と低くすることができる。
【０００６】
　さらに、応答速度が速く、視野角が広いとともに、色再現範囲も広い。また、ブラウン
管（受像管）のように磁気の影響を受けることもない。なお、有機ＥＬは、有機ＬＥＤ、
ＯＬＥＤなどとも呼ばれている。
【０００７】
　また、先行技術文献として例えば以下のものがある。
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【特許文献１】特開２００３－１５６０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１には１ラインあたりの画素数が多いほど、ライン走査用の配線の電位が上昇
し、そのラインの表示が暗くなるという横クロストーク現象を防ぐ技術について示されて
いる。
【０００９】
　しかし、このクロストークによる発光むらの他に、有機ＥＬパネルは、その製造方法に
起因して、パネル全体に特有の発光むらを生じることが多い。すなわち、有機ＥＬパネル
においては、ＴＦＴの製造工程にレーザー光による露光処理があるが、この露光処理は、
１本のレーザー光を光学手段により扇状に広げ、この扇状のレーザー光により、パネルの
垂直方向の露光を同時に行うとともに、パネルを水平方向に移動させることにより、パネ
ル全面の露光を行っている。
【００１０】
　このため、有機ＥＬパネルに対して、垂直方向の露光むらや水平方向の露光むらを生じ
やすく、結果として、パネル全体に対して、垂直方向および水平方向のスジ状の発光むら
を生じることが多い。
【００１１】
　図８Ａは、有機ＥＬパネルにおける発光むらの観測例を示し、図８Ｂは、図８Ａに示す
ように、有機ＥＬパネルの水平位置Ｘにおける垂直方向の輝度Ｌをグラフ化し、図８Ｃは
、垂直位置Ｙにおける水平方向の輝度Ｌをグラフ化したものである。ただし、この図８に
おいては、分かりやすくするため発光むらを誇張しているとともに、図面の都合で濃淡を
ディザにより２値化して示している。そして、この図８によれば、スジ状の発光むら、特
に水平方向にスジを引いたような発光むら（水平方向のスジ状の発光むら）を生じている
ことがわかる。
【００１２】
　このようなスジ状の発光むらの発生を抑えるため、製造工程の見直しにより有機ＥＬパ
ネル自身を改善することが考えられているが、それにも限界があり、歩留まりの低下やコ
ストの上昇を招くおそれがある。
【００１３】
　このため、この発明の目的は、有機ＥＬパネルを使用する表示装置において、有機ＥＬ
パネルの歩留まりの低下を生じることがなく、垂直方向および水平方向のスジ状の発光む
らを軽減ないし解消することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　この発明においては、
　有機ＥＬパネルに供給され、この有機ＥＬパネルの所定の走査位置ごとに、その走査位
置における輝度のレベルを順次変化させる信号を形成する信号形成部と、
　上記輝度のレベルの変化ごとに、上記走査位置における輝度を検出した検出出力から、
上記輝度のレベルのそれぞれごとに、上記走査位置における上記有機ＥＬパネルの発光む
らを補正する補正データを形成したとき、その補正データを記憶する不揮発性のメモリと
、
　上記有機ＥＬパネルに供給されるビデオ信号のレベルを補正する補正回路と、
　所定の非リニアなガンマ補正のされているビデオ信号が供給され、この供給されたビデ
オ信号の上記ガンマ補正をキャンセルしてリニアなガンマ特性のビデオ信号に変換して上
記補正回路に出力するリニアガンマ回路と、
　上記補正回路から出力されるビデオ信号が供給され、この供給されたビデオ信号を、上
記有機ＥＬパネルのガンマ特性に対応したガンマ特性のビデオ信号に変換して上記有機Ｅ
Ｌパネルに出力するパネルガンマ回路と
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を有し、
　視聴時、上記メモリから上記補正データを読み出し、
　この読み出した上記補正データにより、上記リニアガンマ回路から出力されて上記補正
回路に供給される上記ビデオ信号のレベルを、上記走査位置および上記輝度のレベルに対
応して補正して上記パネルガンマ回路に供給するとともに、
　上記リニアガンマ回路から出力されて上記補正回路に供給される上記ビデオ信号のレベ
ルが、上記信号形成部の形成した信号のレベルに対応しないときには、上記メモリに記憶
されている補正データを補間して上記リニアガンマ回路から出力されて上記補正回路に供
給される上記ビデオ信号のレベルに対応した補正データを形成し、
　この形成した補正データにより上記リニアガンマ回路から出力されて上記補正回路に供
給される上記ビデオ信号のレベルを補正する
　ようにした有機ＥＬパネルの表示補正回路
とするものである。
【発明の効果】
【００１６】
　この発明によれば、有機ＥＬパネルのスジ状の発光むらを少ない補正データにより効率
的に補正して高品位の画像を表示することができる。しかも、有機ＥＬパネルの歩留まり
の低下を解消し、高い量産性を維持することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　〔１〕　全体の構成および動作の例
　図１は、この発明による表示補正回路の一例およびその使用例を示す。この例において
は、上述した垂直方向および水平方向のスジ状の発光むらを補正するとともに、上述以外
の各種の補正およびガンマ補正に対処するようにした場合である。
【００１８】
　すなわち、有機ＥＬ素子Ｄ（図７）は、図９Ａに示すように、信号電流Ｉと輝度（発光
強度）Ｌとがリニアに比例する。しかし、ＴＦＴ（Ｑ）に信号電圧Ｖを供給した場合、図
９Ｂに示すように、ＴＦＴ（Ｑ）の入出力特性により信号電圧Ｖと信号電流Ｉとの関係は
指数特性となってしまう。この結果、信号電圧Ｖと、有機ＥＬ素子Ｄの輝度Ｌとの関係は
、図９Ｃに示すように指数特性となってしまう。
【００１９】
　したがって、有機ＥＬパネルを使用した表示装置においては、図９Ｄに示すように、入
出力特性が図９Ｃの特性とは相補な指数特性の補正回路を設け、この補正回路により、ビ
デオ信号の信号電圧Ｖのレベルを、図９Ｅに示すように、（補正前の）信号電圧Ｖと、輝
度Ｌとの関係がリニアとなるように補正する必要がある。ただし、この逆ガンマ補正はＴ
ＦＴ（Ｑ）の特性のばらつきにより異なるため、個々の有機ＥＬパネルに応じた補正値を
設定することが望まれる。
【００２０】
　一方、テレビ放送などにおけるビデオ信号は、ブラウン管に供給されるときに、その信
号電圧と輝度との関係がリニアになるようにガンマ補正が行われている。しかし、このブ
ラウン管のためのガンマ補正の特性は、有機ＥＬ素子に必要とされるガンマ補正の特性（
図９Ｄ）とは異なる。したがって、有機ＥＬパネルを使用した表示装置においては、ブラ
ウン管用のガンマ補正の特性と、有機ＥＬ素子用のガンマ補正の特性との違いを考慮する
必要もある。
【００２１】
　図１において、鎖線で囲った部分１０がその高画質化のための表示補正回路を示し、こ
れは例えばＬＳＩ化されたり、ＦＰＧＡにより１チップＩＣにＩＣ化されている。そして
、このＩＣ（表示補正回路）１０は外部接続用の端子ピンＴ11～Ｔ15を有する。
【００２２】
　また、符号１は、チューナ回路、ＤＶＤプレーヤなどの信号源を示し、この信号源１か
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らビデオ信号（赤、緑および青の３原色信号）Ｓ1が取り出される。このビデオ信号Ｓ1は
、デジタル信号であるとともに、テレビ放送におけるビデオ信号と同等の規格を有する信
号である。したがって、図２Ａに示すように、ビデオ信号Ｓ1はブラウン管用のガンマ補
正が行われている。
【００２３】
　さらに、符号４２は、画像表示用の有機ＥＬパネルを示し、これは図７において説明し
たように、複数の有機ＥＬ素子がマトリックス状に配列されて構成され、その有機ＥＬ素
子ごとにドライブ用のＴＦＴを有するとともに、図９Ｃに示すように、信号電圧Ｖに対し
て輝度Ｌが指数関数的に増加する発光特性を有する。なお、有機ＥＬパネル４２のアスペ
クトレシオは例えば16：９である。
【００２４】
　また、符号５１は、この表示補正回路１０における補正を、自動的に、あるいは外部か
らの指示にしたがって制御する制御用のマイクロコンピュータである。このマイクロコン
ピュータ５１には、各種のデータや履歴などを保存しておくための不揮発性メモリ５２が
接続されている。
【００２５】
　そして、信号源１からのビデオ信号Ｓ1が、ＩＣ１０の端子ピンＴ11を通じてオービッ
ト回路１１に供給される。このオービット回路１１は、有機ＥＬパネル４２の焼き付きを
目立たなくするために、有機ＥＬパネル４２に表示された画像全体を視聴者にわからない
程度のゆっくりした速度で、上下左右に周期的に偏位させるための回路である。つまり、
そのようにすることにより、静止画や標準方式（４：３）の画像などが長時間にわたって
表示されて焼き付きを生じたとしても、その焼き付きの輪郭はぼけることになり、目立た
なくなる。こうして、オービット回路１１からは、焼き付きを低減したビデオ信号Ｓ11が
取り出される。
【００２６】
　続いて、このビデオ信号Ｓ11がリニアガンマ回路１２に供給され、ビデオ信号Ｓ12とさ
れる。このリニアガンマ回路１２は、ビデオ信号Ｓ11が有するガンマ特性をキャンセルす
るためのものであり、このため、図２Ｂに示すように、ビデオ信号Ｓ11に与えられている
ガンマ特性（図２Ａ）とは相補の入出力特性を有する。
【００２７】
　したがって、リニアガンマ回路１２からは、図２Ｃに示すように、被写体の輝度Ｌに対
して信号電圧がリニアに変化する特性のビデオ信号Ｓ12が出力される。なお、このとき、
ビデオ信号Ｓ12は、１サンプルあたり14ビットとされる。
【００２８】
　そして、このビデオ信号Ｓ12が補正回路２０に供給される。この補正回路２０の詳細に
ついては〔２〕において後述するが、回路２１～２６を有し、マイクロコンピュータ５１
により制御されて各種の補正を実行するものであり、補正されたビデオ信号Ｓ26が出力さ
れる。なお、このビデオ信号Ｓ26は、図２Ｃにも示すように、輝度Ｌに対してレベルがリ
ニアに変化する信号である。
【００２９】
　そして、このビデオ信号Ｓ26がパネルガンマ回路１３に供給され、ビデオ信号Ｓ13とさ
れる。このパネルガンマ回路１３は、ビデオ信号Ｓ13に所定のガンマ特性を付加すること
により有機ＥＬパネル４２が有するガンマ特性をキャンセルするためのものである。この
ため、パネルガンマ回路１３は、図２Ｄに示すように、図９Ｃの特性とは相補な入出力特
性（図９Ｄの入出力特性と等しい特性）とされている。
【００３０】
　したがって、パネルガンマ回路１３からは、図２Ｅに示すように、有機ＥＬパネル４２
の輝度Ｌと、信号電圧Ｖ13との関係がリニアなガンマ特性のビデオ信号Ｓ13が出力される
。なお、このとき、ビデオ信号Ｓ13は、１サンプルあたり12ビットとされる。
【００３１】
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　さらに、このビデオ信号Ｓ13がディザ回路１４に供給されて１サンプルあたり10ビット
で、ディザ処理の行われたビデオ信号Ｓ14とされ、このビデオ信号Ｓ14が出力変換回路１
５に供給されて３原色信号から例えばＲＳＤＳ（登録商標）形式のビデオ信号Ｓ15にフォ
ーマット変換され、このビデオ信号Ｓ15が出力用の端子ピンＴ13に取り出される。
【００３２】
　この端子ピンＴ13に取り出されたビデオ信号Ｓ15は、ドライブ回路４１に供給されてデ
ジタル信号からアナログ信号にＤ／Ａ変換され、その後、有機ＥＬパネル４２に供給され
る。したがって、信号源１から供給されたビデオ信号Ｓ1が、有機ＥＬパネル４２にカラ
ー画像として表示される。
【００３３】
　〔２〕　補正回路２０の構成および動作の例
　補正回路２０は、例えば以下のような構成および動作とされる。すなわち、表示補正回
路１０には制御用のバスライン３１が設けられ、このバスライン３１が通信回路３２を通
じて端子ピンＴ12に接続されるとともに、この端子ピンＴ12に、制御用のマイクロコンピ
ュータ５１が接続される。
【００３４】
　そして、リニアガンマ回路１２から出力されたビデオ信号Ｓ12が、パターンジェネレー
タ回路２１に供給される。このパターンジェネレータ回路２１は、通常の視聴時には、供
給されたビデオ信号Ｓ12をそのままビデオ信号Ｓ21として出力する。しかし、この表示補
正回路１０および有機ＥＬパネル４２を使用した有機ＥＬ表示装置の調整や検査などを行
うときには、テストパターンやカラーバーなどとして表示される各種の調整用あるいはテ
スト用のビデオ信号を形成し、この信号をビデオ信号Ｓ12に代わってビデオ信号Ｓ21とし
て出力する。
【００３５】
　このため、マイクロコンピュータ５１から通信回路３２を通じてパターンジェネレータ
回路２１に制御信号が供給され、パターンジェネレータ回路２１の動作が、例えば、
　1.リニアガンマ回路１２から供給されたビデオ信号Ｓ12をそのまま出力する。　
　2.テストパターンやカラーバーとして表示されるビデオ信号を形成して出力する。　
　3.全面が一様な輝度となる一定レベルのビデオ信号を形成して出力する。　
などの切り換え制御が行われる。なお、この切り換え制御は、視聴者あるいはメーカの検
査者・調整者がメインのマイクロコンピュータ（図示せず）を通じてマイクロコンピュー
タ５１に指示を出すことにより行われる。
【００３６】
　そして、パターンジェネレータ回路２１から出力されたビデオ信号Ｓ21（通常は放送な
どにおけるビデオ信号）が、静止画検出回路３３に供給されてビデオ信号Ｓ21により表示
される画像が静止画であるか否かが検出され、その検出信号Ｓ33が通信回路３２を通じて
マイクロコンピュータ５１に供給される。
【００３７】
　すると、マイクロコンピュータ５１において、その検出信号Ｓ33に基づいて所定の制御
信号が形成されるとともに、この制御信号が通信回路３２を通じてオービット回路１１に
供給され、上述のようにビデオ信号Ｓ21により表示される画像が静止画のときには、その
表示位置が制御され、有機ＥＬパネル４２の焼き付きが低減ないし目立たなくされる。な
お、この処理は、ビデオ信号Ｓ11のうち、画像として表示される波形部分を、垂直および
水平同期パルスに対してシフトすることにより実現することができる。
【００３８】
　さらに、パターンジェネレータ回路２１から出力されたビデオ信号Ｓ21が、色温度調整
回路２２に供給されるとともに、視聴者あるいはメーカの検査者・調整者がメインのマイ
クロコンピュータを通じてマイクロコンピュータ５１に、色温度の調整・設定の指示を出
すと、これがマイクロコンピュータ５１から通信回路３２を通じて色温度調整回路２２に
通知され、色温度が目的とする特性に調整・設定される。
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【００３９】
　なお、この色温度の調整・設定は、例えば図３における入出力特性の傾きを、３原色信
号Ｒ～Ｂのそれぞれについて調整・設定することにより行われる。こうして、ビデオ信号
Ｓ21は、所定の色温度に設定されたビデオ信号Ｓ22に変換され、このビデオ信号Ｓ22が色
温度調整回路２２から出力される。
【００４０】
　そして、このビデオ信号Ｓ22が長期ホワイトバランス補正回路２３に供給される。この
長期ホワイトバランス補正回路２３は、有機ＥＬパネル４２を長期間にわたって使用した
ときに生じるホワイトバランスの経時変化を補正し、そのホワイトバランスの補正された
ビデオ信号Ｓ23を出力するものである。
【００４１】
　このため、後述するＡＢＬ回路２４から出力されるビデオ信号Ｓ24がホワイトバランス
検出回路３４に供給され、そのビデオ信号（３原色信号）Ｓ24の各色信号ごとにそのレベ
ルを示す検出信号Ｓ34が取り出され、この検出信号Ｓ34が通信回路３２を通じてマイクロ
コンピュータ５１に供給される。
【００４２】
　この場合、検出信号Ｓ34は、各色信号のレベルを示しているのであるから、有機ＥＬパ
ネル４２の各色の輝度を示している信号でもある。そこで、マイクロコンピュータ５１に
おいては、その各色の検出信号Ｓ34が積算されて有機ＥＬパネル４２の各色の積算発光量
（輝度×時間）を算出される。
【００４３】
　この積算発光量が大きければ、それだけ有機ＥＬ４２は輝度が低下しているので、すな
わち、その積算発光量は、有機ＥＬパネル４２の各色の輝度の劣化量にも対応するので、
その積算発光量の算出値により、メモリ５２にあらかじめ用意され、積算発光量に対する
各色の輝度劣化を示すテーブルが参照されて各色に対する補正値が求められる。そして、
この補正値が通信回路３２を通じて長期ホワイトバランス補正回路２３に供給され、例え
ば図３における入出力特性の傾きが変更されてホワイトバランスの経時変化が補正される
。
【００４４】
　そして、このホワイトバランスの補正結果のビデオ信号Ｓ23が、ＡＢＬ回路２４に供給
されてピーク輝度が制限されたビデオ信号Ｓ24とされ、このビデオ信号Ｓ24が部分焼き付
き補正回路２５に供給されて信号レベルおよび時間から部分的な焼き付きが検出されると
ともに、その補正が行われたビデオ信号Ｓ25とされる。
【００４５】
　そして、このビデオ信号Ｓ25が、発光むら補正回路２６に供給されてビデオ信号Ｓ26に
補正される。この発光むら補正回路２６は、その詳細を〔３〕において後述するが、有機
ＥＬパネル４２の画面全体における発光むらを補正するものである。したがって、補正回
路２０からは、回路２１～２５により各種の補正が行われるとともに、発光むら補正回路
２６により発光むらが補正されビデオ信号Ｓ26が取り出され、このビデオ信号Ｓ26が上述
のようにパネルガンマ回路１３に供給される。
【００４６】
　さらに、ＡＢＬ回路２４から出力されるビデオ信号Ｓ24が平均輝度検出回路３５に供給
され、ビデオ信号Ｓ24における各色信号の電圧の比から、例えば１フレーム期間における
平均輝度が検出され、この検出信号Ｓ35がゲートパルス回路３６に制御信号として供給さ
れる。このゲートパルス回路３６は、有機ＥＬパネル４２の発光期間のデューティレシオ
、すなわち、１フレーム期間における有機ＥＬパネル４２の発光期間の割り合いを制御す
るものである。
【００４７】
　こうして、ゲートパルス回路３６からは、有機ＥＬパネル４２の発光期間のデューティ
レシオを算出したフレームの次のフレームにおける発光期間のデューティレシオを制御す
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る制御信号Ｓ36が出力される。そして、この制御信号Ｓ36が端子ピンＴ14を通じて有機Ｅ
Ｌパネル４２に、その発光期間のデューティレシオの制御信号として供給され、有機ＥＬ
パネル４２が保護される。
【００４８】
　また、このとき、有機ＥＬパネル４２に流れる信号電流Ｉの大きさが、各色ごとに電流
検出回路４３により検出され、この検出信号Ｓ43が端子ピンＴ15を通じてゲートパルス回
路３６に供給され、有機ＥＬパネル４２に流れる信号電流Ｉを検出したフレームの次のフ
レームにおける制御信号Ｓ36が制御され、この結果、有機ＥＬパネル４２に流れる信号電
流Ｉを検出したフレームの次のフレームにおける信号電流の大きさが制限され、有機ＥＬ
パネル４２は過大な信号電流Ｉから保護される。
【００４９】
　〔３〕　発光むら補正回路２６の内容および動作の例
　上述のように、また、図８にも示すように、有機ＥＬパネル４２においては、水平方向
あるいは垂直方向のスジ状の発光むらを生じることが多い。しかし、このスジ状の発光む
らは、図８Ｃにも示すように、そのスジの方向には、ほぼ等しい輝度である。また、この
スジ状の発光むらとは別に局所的な発光むらを生じている場合もある。
【００５０】
　そこで、図１に示す発光むら補正回路２６においては、発光むらの補正を、スジ状の発
光むらの補正と、局所的な発光むらの補正とにわけて実行するようにした場合である。
【００５１】
　すなわち、有機ＥＬパネル４２に一様な値のビデオ信号Ｓ15を供給した状態で、有機Ｅ
Ｌパネル４２の表示面をビデオカメラなどの撮像手段で撮像した場合、有機ＥＬパネル４
２に発光むらがなければ、その撮像手段からは一様な値の撮像信号（ビデオ信号）が得ら
れる。しかし、有機ＥＬパネル４２に発光むらがあれば、撮像手段からは、その発光むら
に対応して値の変化する撮像信号が得られる。
【００５２】
　そこで、パターンジェネレータ２１から、例えば図４Ａに示すように、数フレーム期間
ごとに順に一定値Ｖ1、Ｖ2、Ｖ3の３段階に切り換わるビデオ信号Ｓ21が出力され、有機
ＥＬパネル４２の輝度Ｌは、数フレーム期間ずつ順に輝度Ｌ1、Ｌ2、Ｌ3とされる。つま
り、有機ＥＬパネル４２の全面が、数フレーム期間ごとに低輝度Ｌ1、中輝度Ｌ2、高輝度
Ｌ3で発光が行われる。
【００５３】
　そして、この有機ＥＬパネル４２の全面が、それぞれの輝度Ｌ1、Ｌ2、Ｌ3についてビ
デオカメラなどの撮像素子により撮像され、それぞれの輝度Ｌ1、Ｌ2、Ｌ3における撮像
信号（信号電圧）が取り出れ、これら撮像信号が外部の専用コンピュータ（図示せず）に
供給されて輝度Ｌ1、Ｌ2、Ｌ3のそれぞれに対する発光むらの補正データＤB1、ＤB2、ＤB
3およびＤC1、ＤC2、ＤC3が形成される。
【００５４】
　この場合、補正データＤB1～ＤB3は、輝度Ｌ1～Ｌ3における水平方向および垂直方向の
スジ状の発光むらを補正するためのデータである。そして、例えば図４Ｂに示すように、
輝度Ｌ1のための補正データＤB1は、水平方向の補正データＤB1Hおよび垂直方向の補正デ
ータＤB1Vとから構成される。
【００５５】
　すなわち、水平方向の補正データＤB1Hは、有機ＥＬパネル４２に対して複数本の水平
線を想定したとき、その水平線を水平方向に一様な輝度Ｌ1に補正するための補正データ
を、すべての水平線の間で平均した補正データである。また、垂直線の補正データＤB1V
は、有機ＥＬパネル４２に対して複数本の垂直線を想定したとき、その垂直線を垂直方向
に一様な輝度Ｌ1に補正するための補正データを、すべての垂直線の間で平均した補正デ
ータである。
【００５６】
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　したがって、補正データＤB1Hは、輝度Ｌ1のとき、有機ＥＬパネル４２の水平方向の発
光むら（輝度の変化）とは相補の関係で変化するデータであり、補正データＤB1Vは、有
機ＥＬパネル４２の垂直方向の発光むらとは相補の関係で変化するデータである。
【００５７】
　同様に、輝度Ｌ2の場合について、補正データＤB2が、複数本の水平線の発光むらの平
均の補正データＤB2Hおよび複数本の垂直線の発光むらの平均の補正データＤB2Vから構成
される。さらに、輝度Ｌ3の場合について、補正データＤB3が、複数本の水平線の発光む
らの平均の補正データＤB3Hおよび複数本の垂直線の発光むらの平均の補正データＤB3Vか
ら構成される。
【００５８】
　一方、補正データＤC1～ＤC3は、主として局所的な発光むらを補正するためのデータで
ある。このため、例えば図４Ｃに示すように、有機ＥＬパネル４２には複数の水平線およ
び複数の垂直線が想定したとき、補正データＤC1は、輝度Ｌ1における水平線および垂直
線のそれぞれにおける発光むらを補正する補正データＤC1H、ＤC1Vから構成される。
【００５９】
　また、輝度Ｌ2の場合における補正データＤC2は、輝度Ｌ1の場合における補正データＤ
C1H、ＤC1Vと同様、補正データＤC2H、ＤC2Vから構成される。さらに、輝度Ｌ3の場合に
おける補正データＤC3は、輝度Ｌ1の場合における補正データＤC1H、ＤC1Vと同様、補正
データＤC3H、ＤC3Vから構成される。
【００６０】
　なお、補正データＤC1～ＤC3のための水平線および垂直線（図４Ｃ）は、補正データＤ
B1～ＤB3（図４Ｂ）のための水平線および垂直線と等しくてもよく、あるいはより多数で
あってもよい。また、補正データＤB1～ＤB3、ＤC1～ＤC3は、少なくとも10ビットの精度
とされる。
【００６１】
　そして、これら補正データＤB1～ＤB3、ＤC1～ＤC3は、これらの補正データを作成した
専用コンピュータからマイクロコンピュータ５１を通じて不揮発性メモリ５２に供給され
、保存される。
【００６２】
　そして、通常の視聴時（および調整時や検査時）には、不揮発性メモリ５２の補正デー
タＤB1、ＤB2、ＤB3およびＤC1、ＤC2、ＤC3のすべてが通信回路３２を通じて発光むら補
正回路２６のメモリ２６１（詳細は後述する）に供給されるとともに、このメモリ２６１
に供給された補正データＤB1、ＤB2、ＤB3およびＤC1、ＤC2、ＤC3のうち、有機ＥＬパネ
ル４２における走査位置（座標位置）およびその輝度に対応した補正データが読み出され
、この読み出された補正データにより発光むらが補正される。
【００６３】
　この場合、補正データＤB1、ＤB2、ＤB3は、水平方向および垂直方向のスジ状の発光む
らの補正データなので、例えば補正データＤB1のうち、補正データＤB1Vは、水平走査位
置にかかわらず、垂直走査位置に対応したデータが繰り返し読み出され、したがって、輝
度Ｌ1における水平方向のスジ状の発光むら、すなわち、例えば図８Ａに示すように、水
平方向にスジを引いたような発光むらを補正できることになる。
【００６４】
　つまり、水平方向のスジ状の発光むらは、水平方向についての輝度の変化がほとんどな
いので、補正データＤB1Vにより、その水平方向のスジ状の発光むらを補正することがで
きる。
【００６５】
　同様に補正データＤB1のうち、データＤB1Hは、垂直走査位置にかかわらず、水平走査
位置に対応したデータが繰り返し読み出され、したがって、輝度Ｌ1における垂直方向の
スジ状の発光むら（垂直方向にスジを引いたような発光むら）を補正できることになる。
【００６６】
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　さらに、補正データＤB2、ＤB3により、輝度Ｌ2、Ｌ3について同様にスジ状の発光むら
が補正される。なお、輝度Ｌ1、Ｌ2、Ｌ3以外の輝度については、補正データＤB1～ＤB3
を補間処理することにより補正データを得ることができる。
【００６７】
　一方、補正データＤC1～ＤC3は、図４Ｃにも示すように、クロスハッチ状に用意されて
いるので、これら補正データＤC1～ＤC3を補間処理することにより、有機ＥＬパネル４２
における走査位置（座標位置）に対応した補正データが形成され、局所的な発光むらが補
正される。
【００６８】
　こうして、補正回路２０において、色温度の調整、ホワイトバランスの経時変化の補正
、有機ＥＬパネル４２の焼き付きおよび発光むらの補正、最大輝度の制限など、各種の補
正が実行され、その実行結果の画像が有機ＥＬパネル４２に表示される。
【００６９】
　〔４〕　発光むら補正回路２６の構成例
　図５は、発光むら補正回路２６の構成例を示す。すなわち、この発光むら補正回路２６
には、上述のメモリ２６１が設けられるとともに、補間回路２６２、２６３などが設けら
れる。この場合、メモリ２６１は、不揮発性メモリ５２に保存されている補正データＤB1
～ＤB3、ＤC1～ＤC3を、水平走査および垂直走査ごとに繰り返し読み出して使用するため
のバッファ用ないし作業用のメモリである。
【００７０】
　このため、表示装置の電源がオンにされると、マイクロコンピュータ５１により、不揮
発性メモリ５２から補正データＤB1～ＤB3、ＤC1～ＤC3が読み出されてメモリ２６１に書
き込まれ、保存される。また、部分焼き付き補正回路２５からのビデオ信号Ｓ25が、主信
号（被補正信号）として加算回路２６５に供給される。
【００７１】
　さらに、部分焼き付き補正回路２５からのビデオ信号Ｓ25がレベル検出回路２６４に供
給されてビデオ信号Ｓ25のレベル（電圧）が検出され、その検出信号Ｓ264がメモリ２６
１に供給され、メモリ２６１に保存されている補正データＤB1～ＤB3、ＤC1～ＤC3のうち
、その検出信号Ｓ264の示すレベルに対応し、かつ、このときの水平および垂直の走査位
置に対応する補正データが読み出される。
【００７２】
　例えば、ビデオ信号Ｓ25のレベル（電圧）が、輝度Ｌ2に対応する電圧Ｖ2未満の場合に
は、補正データＤB1、ＤB2（およびＤC1、ＤC2）のうちのこのときの走査位置に対応する
補正データが読み出され、ビデオ信号Ｓ25のレベルが電圧Ｖ2以上の場合には、補正デー
タＤB2、ＤB3（およびＤC2、ＤC3）のうちのこのときの走査位置に対応する補正データが
読み出される。
【００７３】
　そして、この読み出された補正データＤB1、ＤB2あるいはＤB2、ＤB3が補間回路２６２
に供給されるとともに、検出信号Ｓ264が補間回路２６２に供給され、補正データＤB1、
ＤB2あるいはＤB2、ＤB3から検出信号Ｓ264の示すレベルに対応した補正データＤBiが補
間により形成され、この形成された補正データＤBiが加算回路２６５に供給されてビデオ
信号Ｓ25に加算される。
【００７４】
　さらに、メモリ２６１から読み出された補正データＤC1、ＤC2あるいはＤC2、ＤC3が補
間回路２６３に供給されるとともに、検出信号Ｓ264が補間回路２６３に供給され、補正
データＤC1、ＤC2あるいはＤC2、ＤC3から検出信号Ｓ264の示すレベルに対応した補正デ
ータＤCiが補間により形成され、この形成された補正データＤCiが加算回路２６５に供給
されてビデオ信号Ｓ25に加算される。
【００７５】
　　また、ビデオ信号Ｓ25のレベルが輝度Ｌ1以下に対応する電圧Ｖ1以下の場合は、値０
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と補正データＤB1、ＤC1が補間回路２６２、２６３に供給されるなどして境界レベルでの
処理が行われる。このように、輝度Ｌ1、Ｌ2、Ｌ3に対応する電圧値に基づいて、すなわ
ち、ビデオ信号Ｓ25のレベルに応じて適応的に補間回路２６２、２６３において補間に用
いられる補正データがメモリ２６１から取り出される。
【００７６】
　したがって、加算回路２６５からは、補正データＤBiにより水平方向および垂直方向の
スジ状の発光むらが補正され、かつ、補正データＤCiにより局所的な発光むらが補正され
たビデオ信号Ｓ26が出力されることになる。こうして、発光むら補正回路２６によれば、
水平方向および垂直方向のスジ状の発光むらが補正されるとともに、局所的な発光むらが
補正されることになる。
【００７７】
　そして、この場合、その発光むらの補正のために、不揮発性メモリ５２およびこの不揮
発性メモリ５２から補正データＤB1～ＤB3、ＤC1～ＤC3が供給されるメモリ２６１には、
図４Ｂ、Ｃに示すように、いくつかの水平方向における補正データと、いくつかの垂直方
向における補正データ、すなわち、１次元的な補正データをいくつか用意しておけばよい
ので、大容量のメモリを必要とすることがなく、コストの上昇を抑えることができる。
【００７８】
　〔５〕　まとめ
　上述の表示補正回路１０によれば、補正回路２０において、発光むら補正回路２６によ
り有機ＥＬパネル４２の発光むらを補正するようにしているので、高画質の画像を得るこ
とができるとともに、有機ＥＬパネル４２の歩留まりを改善することができる。
【００７９】
　また、補正回路２０が補正を行う場合、ブラウン管用のガンマ特性の与えられたビデオ
信号Ｓ1を、リニアガンマ回路１２により、図２Ｅに示すようにリニアなガンマ特性のビ
デオ信号Ｓ12とし、このビデオ信号Ｓ12に対して、各種の補正やその補正に必要なレベル
の検出を行っているので、簡単な構成で確実に補正を行うことができる。
【００８０】
　すなわち、入力されたビデオ信号Ｓ1は、図６に示すようなガンマ特性を有しているの
で、このビデオ信号Ｓ1（あるいはビデオ信号Ｓ11）に対して補正をする場合には、その
電圧レベルが低いときの電圧の変化幅ΔＶと、高いときの電圧の変化幅ΔＶとが等しい場
合でも、電圧レベルが低いときの変化幅ΔＶに対する輝度の変化幅ΔＬL1と、高いときの
変化幅ΔＶに対する輝度の変化幅ΔＬH1とは、異なってしまう。
【００８１】
　つまり、ビデオ信号Ｓ1の電圧レベルに応じて補正感度（ΔＬL1／ΔＶ、ΔＬH1／ΔＶ
）が異なってしまう。したがって、上述のように各種の補正をする場合、ビデオ信号Ｓ1
のレベルに対応してその補正の制御幅（ΔＶ）を変更する必要があり、補正回路１０の構
成が複雑になってしまうとともに、補正を最適値に追い込めないことがある。
【００８２】
　しかし、上述の表示補正回路１０においては、入力されたビデオ信号Ｓ1を、リニアガ
ンマ回路１２により図２Ｃに示すようにリニアな特性のビデオ信号Ｓ12とし、このビデオ
信号Ｓ12（あるいは信号Ｓ21～Ｓ25）に対して補正を行うようにしているので、図６に示
すように、ビデオ信号Ｓ12の電圧レベルが低いときの電圧の変化幅ΔＶに対する輝度の変
化幅ΔＬL12と、高いときの変化幅ΔＶに対する輝度の変化幅ΔＬH12とは等しくなる。
【００８３】
　つまり、ビデオ信号Ｓ12の電圧レベルにかかわらず補正感度（ΔＬL12／ΔＶ、ΔＬH12
／ΔＶ）が等しくなる。したがって、補正回路２０において、上述のように各種の補正を
行う場合、ビデオ信号Ｓ12を適切に補正することができるとともに、そのための構成も簡
単になる。特に、有機ＥＬパネル４２の発光むらの補正のように、微妙な補正をリニアな
ガンマ特性とされたビデオ信号に対して実行しているので、その補正が確実になり、より
高画質を得ることができる。
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【００８４】
　しかも、リニアガンマ回路１２により図２Ｃに示すようにリニアなガンマ特性とされた
ビデオ信号Ｓ12（Ｓ21～Ｓ25）に対して、パネルガンマ回路１３により改めて有機ＥＬパ
ネル４２のためのガンマ補正をするので、ガンマ特性の異なる有機ＥＬパネルにも適切に
ガンマ補正を行うことができ、高品位の画像を表示することができる。
【００８５】
　また、検出回路３３～３５が各種の検出を行うとき、ビデオ信号はリニアな特性なので
、ビデオ信号に対する検出感度がビデオ信号のレベルにかかわらず等しくなり、したがっ
て、精度のよい検出ができ、結果として高画質を得ることができる。
【００８６】
　〔６〕　その他
　上述において、パターンジェネレータ２１から出力されるテスト用ビデオ信号に、ビデ
オ信号Ｓ1と同様のガンマ特性を与える場合には、パターンジェネレータ２１はリニアガ
ンマ回路１２の前段に設けることができる。
【００８７】
　また、上述においては、発光むら補正回路２６が使用する補正データが、輝度Ｌ1、Ｌ2
、Ｌ3に対応して、データＤB1、ＤB2、ＤB3およびＤC1、ＤC2、ＤC3の３段階×２組であ
ったが、輝度の段階数、水平走査位置および垂直走査位置の数は、有機ＥＬパネル４２の
性能および歩留まりなどに応じて、変更することもできる。
【００８８】
　さらに、上述においては、有機ＥＬパネル４２の発光むらを検出する場合に、有機ＥＬ
パネル４２の全面を発光させるとともに、これを撮像手段で撮像して、図４Ｂ、Ｃの水平
走査位置および垂直走査位置における発光むらを検出しているが、逆に、図４Ｂ、Ｃの水
平走査位置および垂直走査位置を順に発光させるとともに、これをフォトダイオードやフ
ォトトランジスタなどのフォトセルで受光して図４Ｂ、Ｃの水平走査位置および垂直走査
位置における発光むらを検出することもできる。
【００８９】
　また、逆ガンマ補正を実現する方法として、各画素のトランジスタＱに対応して、表示
される場所や信号レベルにより適応的に補正してもよく、さらに、表示される位置や信号
レベルによる補正を別の機能ブロックを設けて補正してもよい。
【００９０】
　〔略語の一覧〕
　　ＡＢＬ　：Automatic Brightness Limiter
　　ＥＬ　　：ElectroLuminescence
　　ＦＰＧＡ：Field Prgramble Gate Array
　　ＩＣ　　：Integrated Circuit
　　ＬＥＤ　：Light Emitting Diode
　　ＬＳＩ　：Large Scale Integration
　　ＯＬＥＤ：Organic Light Emitting Diode
　　ＲＳＤＳ：Reduced Swing Differential Signaling（登録商標）
　　ＴＦＴ　：Thin Film Transistor
　　レーザー：Light Amplification by Stimulated Emission of Radiation
【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】この発明の一形態を示す系統図である。
【図２】図１の回路の動作を説明するための特性図である。
【図３】図１の回路の動作を説明するための特性図である。
【図４】図１の回路の動作を説明するための図である。
【図５】図１の回路の一部の構成例を示す図である。
【図６】図１の回路の動作を説明するための特性図である。
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【図７】有機ＥＬ素子の特性を説明するための接続図である。
【図８】有機ＥＬパネルの発光特性の観測例を説明するための図である。
【図９】図７の素子の動作を説明するための特性図である。
【符号の説明】
【００９２】
　１…信号源、１０…表示補正回路、１１…オービット回路、１２…リニアガンマ回路、
１３…パネルガンマ回路、１４…ディザ回路、回路１５…出力変換回路、２０…補正回路
、２１…パターンジェネレータ、２２…色温度調整回路、２３…長期ホワイトバランス補
正回路、２４…ＡＢＬ回路、２５…部分焼き付き補正回路、２６…発光むら補正回路、３
２…通信回路、３３…静止画検出回路、３４…ホワイトバランス検出回路、３５…平均輝
度検出回路、３６…ゲートパルス回路、４２…有機ＥＬパネル、４３…電流検出回路、５
１…制御用マイクロコンピュータ、５２…不揮発性メモリ、５１１…レベル検出回路、５
１２および５１３…補間回路

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】

【図７】
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